中国科学院研究生院出張報告
上嶋　誠
平成２４年６月２４日～６月２８日

　今回の訪中の目的は中国科学院研究生院における地球電磁気学講義の他に，中国地震局地質研究所のTang Ji教授と中国における磁場データの解析・観測について話し合いを行うことであった．以下，日を追っての活動報告を記す．

6月24日（日）　成田より全日空905便にて出発．ほぼ定刻通り北京空港着．研究生院からGao Xiangさんの出迎えがあり，同日の全日空906便にて帰国する平賀さんと出会う．タクシーにて院へ向かう．午後3時頃研究生院に到着し，院内のゲストハウスにチェックイン．講義準備．出迎えに来たGaoさんと研究生院食堂で夕食．

6月25日（月）　午前中に最初の３コマ分の講義．50分話をしては10分休みという講義を３回行う．聴講した学生は13名．この日は，電気伝導度，比抵抗という物理量が地球内の何を反映したものであるかの概略の紹介を行った．午後は，聴講生の反応を考慮して，翌日の講義の再準備を行う．
6月26日（火）　この日も午前中に３コマ分の講義．昨日と同じく，50分話をしては10分休みという講義を３回行う．学生数は昨日と同じく13名．この日は，ＭＴ法を中心とした電磁気探査，インヴァージョンについての講義を行った．昨日も合わせて，講義の後で議論を交わす機会があり，有意義な意見交換を行うことができた．午後は，翌日の地質研究所での議論のために，これまでの共同研究の経緯や取得してきたデータについてのまとめを行なった．夕食時はSunさんやGaoさんをはじめとする研究生院の学生，別に開催されていたワークショップに参加していたイタリアや台湾から招待されていた研究者，先に訪中されていた加藤（照）さんと共に研究院近くのレストランで夕食，歓談．

6月27日（水）　一日を通して地震局地質研究所にて研究の打ち合わせを行なった．一人で地下鉄を利用して研究生院－地質研究所を往復した．乗換駅の接続の問題もあって，片道だけで１時間以上かかり，あらためて北京の広さを実感した．地質研究所では，長らく中国東北部においてネットワークＭＴ法観測や磁場観測を共同して行ってきたTangさんと，データ解析や論文執筆についての話し合いを行い，黒龍江省密山と内モンゴル地区錫林浩特に設置している３成分磁力計についての情報交換を行う．また，午後には授業を終えた加藤（照）さんが来所され，地質研究室内の地震研作業室の現状についての情報を得る（加藤（照）さんより報告）．加藤（照）さんが研究生院へ戻られたあとも，引き続き，夕方まで中国の電磁場データについて議論したあと，地質研究所周辺で夕食をすませ，午後10時過ぎに研究生院へ戻る．
6月28日（木）　午前中に，Sunさんと昨日の地質研究所での打ち合わせの内容について意見を交換．Gaoさん，研究員の学生，加藤（照）さんと昼食後，Gaoさんと共にタクシーで北京空港へ．NH906便にて帰国の途につく．
以上
